
【
11
月
】

1
日
（
木
）
建
築
家
の
隈
研
吾
さ
ん
が
設

計
を
手
掛
け
た
守
山
市
図
書
館
が

新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
。
滋
賀
県
産

の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
開
放

的
な
木
の
空
間
を
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
る
。

19
日
（
月
）
東
近
江
市
の
県
平
和
記
念
館

で
、
企
画
展
「
戦
場
よ
り
故
郷
の

家
族
へ
～
戦
没
者
の
手
紙
」
が
は

じ
ま
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
な
ど
で

死
と
隣
り
合
わ
せ
に
あ
っ
た
兵
士

た
ち
が
、
故
郷
の
人
々
へ
の
思
い

を
つ
づ
っ
た
便
り
が
並
ぶ
。

22
日
（
木
）
県
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
応

援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
電
話
相
談
窓

口
「
こ
こ
ろ
ん
だ
い
や
る
」
で
昨

年
1
年
間
に
受
け
付
け
た
相
談
状

況
を
ま
と
め
た
。
相
談
窓
口
は
い

じ
め
の
ほ
か
、
児
童
虐
待
や
子
育

て
、
不
登
校
、
友
達
・
家
族
関
係

の
悩
み
に
電
話
相
談
員
が
応
じ
て

い
る
。
全
体
の
相
談
件
数
は
6
年

ぶ
り
に
減
少
し
た
も
の
の
、
い
じ

め
相
談
は
前
年
度
に
続
い
て
３
０

０
件
を
超
え
た
。
い
じ
め
相
談
の

う
ち
、
小
学
校
４
～
６
年
生
の
ケ
ー

ス
が
１
８
５
件
と
半
分
以
上
を
占

め
、
中
学
生
は
47
件
だ
っ
た
。
県

は
「
全
体
の
件
数
が
減
っ
た
の
は

問
題
の
解
決
や
改
善
に
向
け
た
方

向
性
が
得
ら
れ
た
結
果
」
だ
と
し

て
い
る
。

23
日
（
金
）
滋
賀
県
は
公
文
書
を
破
棄
す

る
な
ど
不
適
切
な
行
為
の
あ
っ
た

県
立
高
等
技
術
専
門
校
の
職
業
訓

練
指
導
員
男
性
を
停
職
２
カ
月
、

同
僚
女
性
に
セ
ク
ハ
ラ
行
為
を
し

た
と
し
て
東
近
江
農
業
農
村
振
興

事
務
所
の
副
主
幹
男
性
を
減
給
10

分
の
１
の
懲
戒
処
分
と
し
た
と
発

表
し
た
。

28
日
（
水
）
大
津
市
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
い
じ
め
に
つ
い
て
、
小
中

学
校
の
教
員
向
け
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
案
を
ま
と
め
た
。
ト
ラ
ブ
ル

の
事
例
ご
と
に
具
体
的
な
対
処
法

を
示
し
、
初
期
対
応
を
速
め
て
被

害
の
拡
大
や
深
刻
化
を
防
ぎ
た
い

と
し
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
本

年
度
中
に
市
内
の
公
立
小
中
学
校

と
高
校
の
全
教
員
に
配
布
さ
れ
る
。

【
12
月
】

４
日
（
火
）
大
津
市
の
公
立
保
育
園
で
女

児
を
床
に
た
た
き
つ
け
て
脚
を
骨

折
さ
せ
た
と
し
て
傷
害
罪
に
問
わ

れ
た
元
保
育
士
に
大
津
地
裁
は
有

罪
を
言
い
渡
し
た
。
弁
護
側
は
暴

行
の
故
意
は
な
く
骨
折
も
偶
発
的

な
事
故
だ
っ
た
と
主
張
し
て
い
た
。

10
日
（
月
）
県
立
大
が
県
内
初
と
な
る
大

学
院
の
助
産
師
育
成
養
成
コ
ー
ス

を
来
年
度
開
設
す
る
と
発
表
し
た
。

17
日
（
月
）
大
津
市
教
育
委
員
会
は
市
内

の
小
学
校
の
男
性
教
諭
が
酒
気
帯

び
運
転
で
物
損
事
故
を
起
こ
し
た

と
発
表
し
た
。
市
教
委
は
教
諭
を

自
宅
待
機
と
し
、
任
免
権
者
の
県

教
委
が
処
分
を
決
め
る
。
男
性
教

諭
は
勤
務
後
に
飲
酒
し
、
15
日
未

明
に
自
ら
運
転
し
て
帰
宅
途
中
、

道
路
脇
の
樹
木
や
駐
車
中
の
車
な

ど
に
衝
突
し
た
。

21
日
（
金
）
文
科
省
が
２
０
１
８
年
度
学

校
保
健
統
計
調
査
を
発
表
し
た
。

滋
賀
県
は
、
身
長
の
平
均
値
が
男

子
16
歳
と
女
子
17
歳
で
全
国
２
位

と
な
る
な
ど
、
「
長
身
や
せ
形
」

傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
視
力
は
、
小
学
生

で
裸
眼
１
・
０
未
満
の
割
合
が
増

え
て
前
年
よ
り
悪
化
し
た
も
の
の
、

過
去
最
悪
と
な
っ
た
今
年
度
の
全

国
平
均
を
下
回
っ
た
。

24
日
（
月
）
県
教
委
は
県
内
の
公
立
小
中

学
校
に
本
年
度
か
ら
配
置
さ
れ
た

学
校
業
務
を
補
助
す
る
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が
教
員
の
働

き
方
改
革
に
貢
献
し
て
い
る
と
し
、

来
年
度
以
降
、
配
置
を
拡
大
す
る

方
針
で
あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

同
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
る
の
は
各
校

の
卒
業
生
の
保
護
者
や
元
教
員
ら
。

28
日
（
金
）
野
洲
市
教
育
委
員
会
は
５
月

に
市
内
の
小
学
校
の
廊
下
で
、
教

員
が
担
任
を
受
け
持
つ
児
童
を
指

導
中
、
足
を
蹴
る
体
罰
を
行
っ
た

と
発
表
し
た
。
保
護
者
か
ら
の
抗

議
で
7
月
に
教
員
が
教
頭
と
家
庭

訪
問
し
て
児
童
と
保
護
者
に
謝
罪

し
た
が
、
校
長
と
市
教
委
に
報
告

せ
ず
、
保
護
者
が
12
月
下
旬
校
長

に
再
度
抗
議
し
て
発
覚
し
た
。

昨
年
度
の
オ
ー
タ
ム
セ
ミ
ナ
ー
で
、
発

達
に
障
害
が
あ
る
子
の
学
校
教
育
に
つ
い

て
議
論
し
合
っ
た
。
本
号
の
川
村
報
告
で

改
め
て
そ
の
難
し
さ
と
複
雑
さ
を
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。
未
来
に
希
望
を
つ
な
ぐ
シ
ス

テ
ム
、
関
わ
り
合
い
は
？

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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２
０
１
８
滋
賀
教
育
の
つ
ど
い
の
推
進
委
員

会
で
私
は
「
２
０
０
６
年
の
安
倍
第
1
次
内
閣

で
教
育
基
本
法
が
変
え
ら
れ
と
き
が
今
の
教
育

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
」
と
発

言
を
し
た
。

明
治
維
新
か
ら
今
日
ま
で
の
教
育
は
国
家
主

義
的
な
色
彩
が
濃
厚
で
あ
り
、
そ
の
弊
害
は
大

き
か
っ
た
。
教
育
の
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
ず
、

学
問
研
究
の
自
由
が
不
当
に
束
縛
さ
れ
て
い
た
。

教
育
内
容
は
画
一
的
、
形
式
的
で
学
生
生
徒
の

自
発
的
精
神
を
養
う
こ
と
が
少
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
に
応
ず
る
教
育
を
行
う
こ
と
が
困
難

で
あ
っ
た
。
一
方
的
な
知
識
注
入
教
育
が
行
わ

れ
、
真
の
科
学
的
精
神
の
発
達
を
見
る
に
至
ら

な
か
っ
た
。
神
社
神
道
が
国
教
的
な
地
位
を
占

め
、
真
の
宗
教
的
情
操
を
養
う
こ
と
が
軽
ん
ぜ

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
家
を
唯
一
の
価
値

の
基
準
と
し
て
、
武
力
崇
拝
の
思
想
が
教
育
の

中
に
侵
入
し
て
き
た
。
個
人
の
自
覚
が
な
く
、

個
人
の
尊
厳
と
価
値
と
の
認
識
に
欠
け
、
国
家

協
同
体
の
真
の
目
的
と
任
務
が
十
分
に
理
解
さ

れ
て
い
ず
、
こ
の
よ
う
な
教
育
が
世
界
を
相
手

と
す
る
戦
争
に
ま
で
追
い
込
み
敗
戦
の
災
い
を

招
い
た
。
こ
の
様
な
反
省
が
あ
っ
た
。
教
育
の

指
導
原
理
を
憲
法
全
体
の
精
神
の
具
体
的
表
現

と
し
て
憲
法
の
中
に
明
示
す
べ
き
と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
が
、
国
家
の
政
治
的
機
能
か
ら
独
立

さ
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
時
の

田
中
文
相
は
憲
法
は
元
来
政
治
的
な
法
律
で
、

教
育
が
問
題
視
さ
れ
る
場
合
も
や
は
り
政
治
の

面
か
ら
問
題
に
な
る
の
で
、
こ
の
憲
法
の
性
質

上
道
徳
及
び
教
育
の
原
理
と
い
う
も
の
は
憲
法

の
中
に
入
る
べ
き
も
の
で
な
い
と
述
べ
た
。
こ

う
し
て
、
教
育
基
本
法
は
す
べ
て
の
教
育
関
係

の
法
律
の
大
本
の
憲
法
に
準
ず
る
「
教
育
憲
法
」

と
し
て
作
ら
れ
た
。
だ
か
ら
前
文
を
設
け
、
個

人
の
尊
厳
と
真
理
と
平
和
を
希
求
す
る
人
間
の

育
成
を
期
し
、
日
本
国
憲
法
に
則
っ
た
教
育
の

目
標
を
明
示
す
る
と
宣
言
し
た
。
1
条
教
育
の

目
的
は
「
人
格
の
完
成
を
め
ざ
し
、
平
和
的
な

国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
真
理
と
正

義
を
愛
し
、
個
人
の
価
値
を
た
っ
と
び
、
勤
労

と
責
任
を
重
ん
じ
自
主
的
精
神
に
満
ち
た
心
身

共
に
健
康
な
国
民
の
育
成
を
期
」
す
、
と
し
た
。

ま
た
2
条
に
は
教
育
の
基
本
と
し
て
学
問
の
自

由
や
自
発
的
精
神
の
養
成
等
が
唄
わ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
新
教
育
基
本
法
で
は
そ
の
教
育
の
基
本

を
削
除
し
、
2
条
に
教
育
の
目
標
を
掲
げ
、
愛

国
心
な
ど
の
徳
目
を
入
れ
て
い
る
。
10
条
の
教

育
行
政
に
つ
い
て
も
国
民
全
体
に
対
し
て
直
接

に
責
任
を
負
う
部
分
を
な
く
し
、
教
育
の
内
容

へ
国
が
介
入
で
き
る
内
容
に
し
て
い
る
。
一
方

大
学
、
私
立
学
校
、
家
庭
教
育
、
幼
児
教
育
の

項
目
な
ど
を
新
設
し
た
。
6
条
（
学
校
教
育
）

に
2
項
を
設
け
「
教
育
の
目
標
が
達
成
さ
れ
る

よ
う
…
体
系
的
な
教
育
が
組
織
的
に
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
た
。
17
条
で
は
教

育
振
興
基
本
計
画
の
作
成
を
国
と
地
方
公
共
団

体
に
課
し
た
。

新
教
育
基
本
法
は
戦
前
の
教
育
へ
の
反
省
か

ら
教
育
の
内
容
に
国
は
絶
対
介
入
す
る
べ
き
で

は
な
い
と
い
う
旧
教
育
基
本
法
の
教
育
の
原
則

か
ら
国
が
教
育
の
内
容
を
決
め
る
か
ら
教
育
に

携
わ
る
者
は
そ
れ
を
忠
実
に
行
い
な
さ
い
に
変

え
た
。
私
は
そ
れ
が
ま
す
ま
す
の
教
育
現
場
の

し
ん
ど
さ
を
生
ん
で
い
る
と
考
え
る
。

*
参
考
：
「
教
育
基
本
法
の
解
説
」
「
新
旧

教
育
基
本
法
対
応
表
」
等

（
も
り
は
ら

の
り
お
）
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